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髙
橋
治
が
小
説『
紺
青
の
鈴
』で「
振
り
返
る

と
、
小
松
の
方
向
が
一
望
に
見
え
る
。
荒
れ
川

で
名
高
い
手
取
川
が
蛇
行
し
、
そ
の
河
口
か
ら
、

時
の
関
守
、
富
樫
左
衛
門
尉
が
弁
慶
、
義
経
の

主
従
を
見
逃
し
て
や
っ
た
と
い
う
安
宅
の
関
の

方
角
に
、深
い
松
林
が
の
び
、そ
の
先
に
日
本
海

が
ひ
ら
け
る
。
海
に
至
る
ま
で
の
間
は
、小
松
の

市
街
以
外
眼
を
さ
え
ぎ
る
も
の
も
な
い
加
賀
平

野
の
広
が
り
だ
っ
た
。」と
表
し
た
加
賀
平
野
。そ

の
加
賀
平
野
の
中
央
に
位
置
す
る
小
松
市
。

市
街
地
の
形
成
と

歴
史
あ
る
ま
ち
な
み
の
保
存

前
田
利
常
治
世
ま
で
に
寺
院
が
郊
外
か
ら
集

積
さ
れ
、
小
松
城
、
北
国
街
道
の
整
備
に
よ
る

町
割
り
が
形
成
。
以
降
、
現
在
の
小
松
市
の
市

街
地
は
ほ
ぼ
当
時
の
ま
ま
残
る
。

小
松
市
は
平
成
14
年
の「
美
し
い
こ
ま
つ
の
景

観
を
守
り
育
て
る
ま
ち
づ
く
り
条
例
」を
景
観
ま

ち
づ
く
り
の
第
一
歩
と
し
、
平
成
21
年
に「
小
松

市
景
観
条
例
」、22
年
に「
小
松
市
景
観
計
画
」を

次
々
に
打
ち
出
し
た
。

「
昭
和
５
年
、
７
年
の

大
火
で
従
前
の
町
家

は
壊
滅
し
、伝
統
工
法

で
再
建
さ
れ
た
日
本
で
も
珍
し
い
高
町
家
が
小

松
に
は
高
い
集
積
率
で
残
って
い
る
」（
小
松
市
技

術
監
理
課
中
田
吉
彦
担
当
課
長
）。

同
じ
こ
ろ
小
松
高
校
に
20
年
ぶ
り
に
復
活
し

た
郷
土
研
究
同
好
会
。「
平
成
22
年
の
石
川
県

高
等
学
校
文
化
連
盟
郷
土
部
研
究
報
告
で『
こ

ま
つ
町
家
の
研
究
』が
優
秀
賞
を
受
け
た
」（
小
松

高
校
竹
中
隆
司
教
諭
）。「
北
国
街
道
は
彦
根
か

ら
高
田
ま
で
福
井
、金
沢
、富
山
の
主
要
地
を
経

由
す
る
重
要
な
街
道
。町
家

も
ま
ち
な
み
も
地
域
ご
と

に
特
色
が
あ
る
」（
小
松
高

校
３
年
中
田
隆
介
君
）。「
高

校
の
あ
る
小
松
城
は
、梯
川

か
ら
水
を
引
い
て
周
囲
を

泥
状
に
し
て
城
を
守
る
た

め
小
松
の
ま
ち
の
標
高
は

３ｍ
程
度
し
か
な
い
」（
小
松

高
校
３
年
花
井
良
君
）。

市
が
取
り
組
む
前
か
ら
町
家
再
生
を
言
い
出

し
町
家
認
定
０
号
と
い
う
べ
き
滝
本
茣
蓙
店
の

滝
本
順
平
さ
ん
は
、「
銅
器
鋳
造
に
お
け
る
江
戸

時
代
初
期
の
名
工
滝
本
石
見
の
弟
が
畳
屋
。
そ

れ
で
茣
蓙
屋
だ
が
、時
代
時
代
に
順
応
し
な
い
と

廃
れ
る
。
今
は
、東
南
ア
ジ
ア
か
ら
民
芸
品
も
買

歩
け
ば
歩
く
ほ
ど
、
新
し
い
発
見
が
待
っ
て
い
る

歴
史
に
住
ま
う
ま
ち
・
こ
ま
つ

竹中教諭

中田担当課長

花井君（左）、中田君（右）

か
け
は
し
が
わ

石川県小
こ ま つ

松市
こ ま つこ ま つ

第26回

石川県

小松市
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並
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木
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町
並
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360

101
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4

小松市役所

小松駅

芦
城
小
学
校

綿窯展示館

菟橋神社

本折日吉神社

建聖寺

土居原
ボンネット広場
ピリカ

町屋かふぇ
ぎゃるり安隠

長保屋茶舗

とら屋陶器店とら屋陶器店とら屋陶器店とら屋陶器店とら屋陶器店とら屋陶器店とら屋陶器店とら屋陶器店とら屋陶器店とら屋陶器店とら屋陶器店とら屋陶器店とら屋陶器店とら屋陶器店

美
術
品
広
岡
滝本茣蓙店

松葉屋

れんが花道通り
こまつ曳山交流館
みよっさ

勧帰寺

こまつの杜

サイエンスヒルズ
こまつ

八
日
市
商
店
街

Ｊ
Ｒ
北
陸
本
線

三
日
市
商
店
街

中央通り商店街

Ｊ
Ｒ
北
陸
本
線

至金
沢

↑小松大橋
　小松天満宮

↓小松駅

龍
助
町

❻永龍山建聖寺…北枝（小松出身）作
「芭蕉木造」を保存。運んだ笈も残る

❶土居原ボンネット広場…４８９
系特急型電車「クハ４８９－５０１」を静
態保存

❹サイエンスヒルズこまつ…平成26年3月
全館オープン。直径16ｍのドーム型3Dシア
ター「3Dスタジオ」は日本最新。必見

❼大垣山勧帰寺…親鸞聖人と顕如上人の影
像軸「群中御影」（小松市指定文化財）を保管

❺こまつ曳山交流館みよっさ…こまつ歌舞伎
未来塾は塾生を募集中

❸れんが花道通り…「都市計画
道路小松駅前線」道路拡幅、電柱
地中化、歩道新設、イベント広場を
整備

滝本さん

い
付
け
る
雑
貨
屋
。小
松
の
町

家
も
同
じ
。町
家
の
良
さ
と
時

代
へ
の
順
応
と
い
う
柔
軟
さ
が

ま
ち
な
み
づ
く
り
に
は
必
要
」。

市
の
伝
統
的
ま
ち
な
み
景
観
向
上
事
業
に
選

考（
こ
ま
つ
町
家
認
定
）さ
れ
町
家
の
改
修
を
行
っ

た
長
保
屋
さ
ん
。「
う
ち
は
茶
一
筋
３
６
０
年
。で

も
、は
や
る
茶
は
製
茶
の
環
境
が
変
わ
る
こ
と
に

よ
り
年
ご
と
に
変
わ
る
。そ
の
た
め
独
自
の
技
術

手
法
と
技
術
改
良
が
必
須
。そ
れ

を
見
極
め
、実
行
し
最
も
必
要
と

さ
れ
る
茶
を
提
供
す
る
」（
長
保

屋
茶
舗
12
代
長
谷
部
英
夫
さ
ん
）。

滝
本
茣
蓙
店
、
長
保
屋
の
あ
る
北
国
街
道
沿

い
の
龍
助
町
は
、「
龍
助
町
の
北
国
街
道
の
歴
史

的
た
た
ず
ま
い
を
残
し
、
安
全
で
快
適
な
歩
行

空
間
の
形
成
、
景
観
お
よ
び
防
災
性
の
向
上
を

図
り
、
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

平
成
26
年
２
月
に
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を
設
立
。

官
民
一
体
で
、こ
ま
つ
町
家
の
保
存
と
無
電
柱
化

の
検
討
を
行
っ
て
い

る
」（
小
松
市
龍
助

町
町
内
会
大
宮
睦

夫
会
長
）。

さ
ま
ざ
ま
な
人
が
別
々
に
が
ん
ば
っ
て
い
た

ま
ち
づ
く
り
。「
今
ま
で
こ
う
い
う
機
会
が
な

か
っ
た
。
市
役
所
の
人
、
町
家
に
住
む
人
、
私

た
ち
高
校
生
。
話
を
聞
け
て
大
変
勉
強
に
な
っ

長谷部さん

9長保屋茶舗

8ピリカ

13滝本茣蓙店

12美術品広岡

10とら屋陶器店

11町家かふぇぎゃるり安穏

14松葉屋

「こまつ町家認定」
された町家

市街地南方約5㎞に立地する日本最
大級の「日本自動車博物館」。黎明期
から戦後まで、走行可能な自動車を常
時５００台以上展示。ダイアナ妃がご来
日の際、乗車されたロールスロイス「シ
ルバースパーⅡ」も。写真は小松製作所
昭和３５年製作
の農耕作業用
軽自動車「小松
農民車」

大宮町内会長

子どもも大満足！
クルマ好きには
 たまらないもう

❷こまつの杜…
エレクトリックダン
プ「930E」を常設
展示。試乗可能。
小学生未満は大
人同伴のこと
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龍
助
町

た
」（
花
井
君
）。

ま
た
、
同
じ
く
町
家
認
定
を
受
け
た
町
家
か

ふ
ぇ
・
ぎ
ゃ
る
り
安
穏
女
将
山
岸
真
実
さ
ん
は
、

「
小
松
で
は
普
通
に
使
っ
て
い
た
家
財
道
具
が

財
産
。そ
れ
を
活
か
せ
ば
魅
力
は
倍
増
す
る
。埼

玉
県
出
身
の
私
は
、
よ
そ
者
か
も
知
れ
な
い
が
、

だ
か
ら
こ
そ
小
松
の
い
い
と
こ
ろ
が
解
か
る
」と

語
る
。町

家
再
生
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
は
今
後
化
学

反
応
を
起
こ
し
そ
う
で
あ
る
。

新
し
い
小
松
と
伝
統
が
融
合

小
松
駅
と
駅
の
東
は
、
連
続
立
体
交
差
事

業
、
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
る
整
備
で
都
市

機
能
が
充
実
し
た
新
し
い
ま
ち
と
な
って
い
る
。

古
く
か
ら
絹
織
物
の「
小
松
綸
子
」、「
小
松
縮

緬
」、
窯
業
の「
九
谷
焼
」、
い
草
畳
表
の「
小
松

表
」と
い
う
伝
統
産
業
。
か
た
や
、コ
マ
ツ
の「
ブ

ル
ド
ー
ザ
ー
」、
ジ
ェ
イ
・
バ
ス
の「
観
光
バ
ス
」と

い
う
機
械
工
業
。「
そ
う
い
う
も
の
づ
く
り
を
子

ど
も
の
う
ち
に
体
験
さ
せ
未
来
の
創
造
力
を
育

む
ス
テ
ー
ジ
」（
ひ
と
も
の
づ
く
り
科
学
館
西
村

章
課
長
）と
し
て
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

で
市
が
整
備
し
た「
サ
イ
エ
ン
ス
ヒ
ル
ズ
こ
ま
つ
」。

「
好
奇
心
を
全
開

に
し
て
科
学
を
遊

ん
で
ほ
し
い
」（
西

村
課
長
）。

小
松
工
場
跡
地
に
整
備
さ
れ
た
人
材
育
成

ゾ
ー
ン
の「
こ
ま
つ
の
杜
」。「
こ
ま
つ
の
杜
の
緑
地

の
整
備
は
コ
マ
ツ
Ｏ
Ｂ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
小
松

に
新
幹
線
が
止
ま
る
こ
ろ
に
は
駅
前
に
緑
の
森

を
出
現
さ
せ
た
い
」（
わ
く
わ
く
コ
マ
ツ
館
道
内
信

之
館
長
）。

石
川
県
も
こ
れ
に
合
わ
せ
小
松
駅
か
ら
西
に

街
路
事
業
に
よ
る
れ
ん
が
花
道
通
り
を
整

備
。
通
り
の
中
ご
ろ
に
は
同
様
に
交
付
金

で
市
が
交
流
施
設
と
し
て
整
備
し
た「
こ

ま
つ
曳
山
交
流
館
み
よ
っ
さ
」が
あ
る
。
小

松
で
は
豪
華
絢
爛
な
曳
山
を
舞
台
と
し

た
こ
ど
も
歌
舞
伎
が
２
５
０
年
も
の
間
演

じ
ら
れ
て
い
る
。「
み
よ
っ
さ
は
町
衆
の
要

望
を
受
け
お
旅
ま
つ
り
で
し
か
目
に
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
曳
山
を
常
時
２
基

展
示
し
、
内
１
基
は
３
６
０
度
回
転
し
そ

の
す
べ
て
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
」（
こ
ま

つ
曳
山
交
流
館
み
よ
っ
さ
橘
雅
江
館
長
）。

ふ
る
い
も
の
、
あ
た
ら
し
い
も
の
が
同
時
に
存

在
し
、成
長
す
る
、小
松
は
そ
れ
が
体
感
で
き
る
。

さ
い
ご
に

冒
頭
に
紹
介
し
た『
紺
青
の
鈴
』。
小
松
を
訪

れ
る
ま
で
な
ん
の
違
和
感
も
な
か
っ
た
。「
手
取

川
」が「
梯
川
」で
あ
れ
ば
し
っ
く
り
い
く
の
だ
け

れ
ど
。

社会資本整備総合交付金
　地方公共団体向け個別補助金を一つの交付金に原則一括し、自由度が
高く、創意工夫を生かせる総合的な交付金として平成22年度に創設。
　活力創出、水の安全・安心、市街地整備、地域住宅支援といった政策
目的を実現するため、地方公共団体が作成した社会資本総合整備計画に
基づき、目標実現のため社会資本整備等を総合的・一体的に支援。

西村課長

わくわくコマツ館 道内館長（左）

15小松天満宮本殿（国重要文化財）

18 小松城天守台…
小松高校の敷地内に
ある

17大川町やわらぎ街道…「ま
ちづくり協定」による北国街道
の面影を創出

16 小松大橋…
「都市計画道路根
上小松線」街路事
業で整備

小松天満宮神門
（国重要文化財）
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１
．
河
川
の
状
況

梯
川
は
、
小
松
市
の

鈴
ヶ
岳
に
源
を
発
し
、
手

取
川
と
梯
川
と
に
よ
っ
て

形
成
さ
れ
た
扇
状
地
を

西
に
蛇
行
し
な
が
ら
、小

松
市
街
地
を
貫
流
し
、河

口
付
近
で
木
場
潟
よ
り

流
れ
る
前
川
が
南
よ
り

合
流
し
て
、「
勧
進
帳
」で

名
高
い
安
宅
の
関
近
く

で
日
本
海
へ
注
ぎ
ま
す
。

幹
川
流
路
延
長
は
42

㎞
、流
域
面
積
は
２
７
１

㎢
の
一
級
河
川
で
、流
域

の
大
半
は
小
松
市
で
す
。

２
．
梯
川
治
水
の
歴
史

梯
川
に
お
け
る
治
水
の
歴
史
は
古

く
、
天
正
時
代
か
ら
始
ま
り
、
藩
政
時

代
も
改
修
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

昭
和
34
年
８
月
に
は
戦
後
最
大
の

出
水
と
な
り
、
梯
川
の
堤
防
が
決
壊
、

さ
ら
に
昭
和
43
年
８
月
、梯
川
本
川
の

決
壊
こ
そ
は
ま
ぬ
が
れ
ま
し
た
が
、
八

丁
川
、鍋
谷
川
な
ど
の
支
川
堤
防
が
決

壊
し
ま
し
た
。こ
れ
を
契
機
と
し
て
、昭

和
46
年
に一級
河
川
に
指
定
さ
れ
、
河

口
か
ら
御
茶
用
水
頭
首
工
上
流
ま
で

の
区
間
を
国
土
交
通
省（
当
時
の
建
設

省
）が
河
川
改
修
を
行
う
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

梯
川
の
改
修
方
式
は
、
引
堤
と
河

道
掘
削
を
中
心
と
し
た
改
修
に
よ
り

川
幅
を
拡
げ
、洪
水
を
流
す
能
力
を
増

や
し
、
安
全
に
日
本
海
へ
流
す
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
７
月
に
も
埴
田
水
位
観

測
所
に
お
い
て
計
画
高
水
位
で
あ
る

５・２
４ｍ
に
あ
と
１㎝
と
せ
ま
る
５
・

２
３ｍ（
既
往
最
大
水
位
）と
な
る
大
き

な
出
水
が
あ
り
ま
し
た
。
場
所
に
よ
っ

て
は
計
画
高
水
位
を
超
え
る
状
態
と

な
り
、
一
時
沿
川
小
松
市
・
能
美
市
の

住
民
６
２
１
０
世
帯
、
１
万
８
１
７
１

人
に
避
難
勧
告
、指
示
が
発
令
さ
れ
る

状
態
と
な
り
ま
し
た
が
、
下
流
部
の
引

堤
に
よ
る
改
修
に
よ
って
、越
水
な
ど
に

よ
る
破
堤
は
発
生
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

３
．
分
水
路
計
画

小
松
天
満
宮
は
、
前
田
利
常
が
小

松
城
に
隠
居
後
、祖
先
神
と
し
て
崇
拝

す
る
菅
原
道
真
を
祭
る
北
野
天
満
宮

を
模
し
て
明
暦
３
年（
１
６
５
７
）に
創

建
し
ま
し
た
。江
戸
時
代
初
期
の
優
れ

た
建
築
様
式
を
今
に
伝
え
ま
す
。

梯
川
は
１
０
０
年
に
１
回
の
確
率
で

発
生
す
る
洪
水
を
安
全
に
流
す
た
め

改
修
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
一

方
、小
松
天
満
宮
は
小
松
市
の
成
り
立

ち
に
か
か
わ
る
歴
史
・
文
化
的
シ
ン
ボ

ル
で
あ
り
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
た
貴
重
な
文
化
的
遺
産
で
す
。
そ

の
た
め
天
満
宮
を
核
と
し
た
地
域
づ

く
り
の
要
請
や
、
そ
の
歴
史
・
文
化
的

価
値
の
重
要
性
を
勘
案
し
、現
位
置
に

保
存
す
る
分
水
路
方
式
に
よ
る
河
川

改
修
が
決
定
し
、平
成
28
年
度
分
水
路

通
水
に
向
け
、現
在
鋭
意
施
工
中
で
す
。

今
後
は
、
白
江
大
橋
よ
り
上
流
区

間
の
引
堤
に
よ
る
改
修
を
促
進
し
、
さ

ら
な
る
安
全
度
向
上
を
図
っ
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

Reporter
金沢河川国道事務所
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谷口 和哉

MLIT レポート石川県
全国各地で働く国土交通省職員が地元を紹介！

分水路イメージ図。国の重要文化財に指定された
小松天満宮（中央）を保存することを目的とした改
修を実施

分水路改修事業

川幅 約80m

川幅 約120m

川幅を1.5倍に拡幅新堤（引堤）整備

昭和46年当時
（直轄着手前）

引堤整備後
（現在）

旧堤

※旧堤撤去済み

旧堤
今回洪水で引堤しなかった
場合の水位（計算値）

今回洪水で引堤しなかった
場合の水位（計算値）

今回洪水の水位
（計算値）

（5.4k付近）

（5.4k付近）

引堤しなかった場合、
越水、破堤していた恐れあり

5.38m

6.29m 6.29m

5.68m5.69m

5.69m

5.00m
H.W.L  5.09m新堤

約70cmの水位低下
により越水を防いだ

旧堤の高さ

新堤の高さ

天神水管橋

小松大橋

平成25年7月出水での改修効果


